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今手もあ とわ すか、も うすく２１世

紀 を迎え ま虱

年 未年始 を光 で 衫る 、 あつ かし 凵

ビ ッ グツリ ーの 準 嫡も濕 み ました 。

１２月 １口日 に はト ライ アン グル クラ

ブI; 佐藤司 会長) の方々 が岡 津賀 石

山 展望台に櫺11 やぐら 厂を咽み立て、

砧５ｃ個 の乖 球 がつい たＩｃｏｍの 竃

線 を はわ ゼる 作 業 が、寒｣｢･氣1の な か進

めらｎ ましに

【司見町を 照ら すピ ッグツリ ー、２１

世紀を 光で迎える瀝備 が堅い まし 瓦｡
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冨
永
町
政
四
期
目
へ

十

．
月
Ｌ
日

に
告
示
さ
れ
た
国
見
町
町
艮

選
挙

は

冨
永
武
人

氏
が
無
投
票
で
１

選
、
同
Ｉ
」ｒ
Ｌ
日
就

任

し
、
ｌ
ｔ

．
隰
紀

の
初
頭
へ
向
け
、
冨
永
町
政
四

期

日

が
ス

タ
ー
ト

し
ま
し
た

．

Ｍ

永
町
長
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
実
績
を
踏
ま
え

、

国
兇
町
が
Ｉ
．ト

ー
隰

紀
に
史
に
躍
進
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
杵
様
と
と
も
に
、
山
積
す
る
課
題
に
果
敢
に

収
り
組
み
た
い
と
所
信

を
述
べ
て

い
ま
す

就
任
に
あ
た
っ
て

国
見
町
長
　
冨
永
武
夫

こ

の

度

、
国
Ｑ

町
長

選
挙

に

お
い
て

、
四

期
日

の
町

政

を
担
当

す

る
こ

と
に

な
り

ま

し
た
　

改

め
て

そ
の
職

貞
の
亟

人

さ
を
痛

感

い
た
し
て

お
り

ま
す
．

顧
み

ま
し

て

昭
和

六
卜

．．
．年

の
朷

当
選

か
ら

の
前

三
間
ト

ー
↓
年
間

は
厳

し

い
財
政

丿

情
下

に

あ
り

な
が

ら

も
、
町

民
の

皆
様

と

直
接
ふ

れ

あ

い
、
生

の
声

を
聞

き
、
住

民

本
位

の

民
卜

的
な
町

政

を
基

本
と

い
た

し

ま
し
て

、
次

代
を

担

う
Ｅ
口
少

年
の

教
育

施

設

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

充
実

、
町

の
从

幹
唯

業
で

あ

る
農

業
生

産
・

生
活
从

盤
の
整

備
．

史

に
は
文
化

、

保
健

、
福
祉

の
場
と

し
て
観

月

台
文
化

セ
ン

タ
ー
建

設

、

各
地

区
集

会

所
の
整

備

を
図

る
と

と
も

に
企

裴
誘

致
に

よ

る
雇
川

機
会

の
確

保
、

住

宅
団

地
の

造
成

町
営

住
宅

の
建

設
等

に
よ

る

定
住
化

促

進
と
商

店

街
購
買

力

の
確

保

等
第

．
．．次

国

見
町
振

興

計
山

に
从

づ
く
町

づ

く
り

も
順

調

に
進
艇

を
図

る
こ

と

が
で

き
ま
し

た
．

こ

れ

も
ひ

と
え

に
町

議
会

を
は

じ
め
町

民

の
竹

様
の

あ

た
た
か

い

ご
支
援

と

ご
協

力

に
よ

る
も
の

と
深

く
感
謝

申
し
匕

げ

ま
す
・



さ
て
、

ま
も

な
く

迎
え

ま
す

Ｉ
．
ト

ー
世

紀

、
高
度

情

報
化
．

少
ｙ
Ｆ
高
齢

化

社
会

の

進
展

と
と

も

に
地
方

分
権

、
広

域
行

政
へ

の
対

応
等

多

く
の
課

題

が
山
破

い
た
し

て

お

り
ま
す
．

私

は
、

こ

れ
ら
の

諸
課

題

に
対
し

、
初

心
忘

れ

る
こ

と
な

く
常

に
町

民

の
皆
様

が

『
何

を
求

め

』
又

「
何

を
期
待

し

て

い
る
の

か
」

を
真

摯
に

受
け

と

め
、

社
会
．

経

済

の
潮
流

を

見
極

め
な

が
ら
現

在

策
定

を
進

め
て

お
り

ま
す

第

四
次
国
兄

町

振
興

計

画

に
基

づ
き

．
町

民
の

皆
さ

ん
が

国
兄
町

に
住

ん
で
よ

か
っ

た

と
思

え
る

町
、

住
ん

で

見
た

い
と

言
わ

れ

る
町
、

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
健

康
で

快
適

な

国
見
町

の

創
造
に

全
力

を
傾

沌
し

て
ま

い

る
所
存

で

あ
り
ま

す

の
で

、
町
民

の
皆

様

の

．
層
の

ご

理
解

と
ご

協
力
を

賜
り

ま
す
よ

う

お
願

い
申
し
上

げ
ま

す
．

お
わ

り

に
、
年

の
瀬

を
迎

え
町

民
の

杵
様

に
は

健

康

に
十
分

ご
留

意
の
Ｌ

、
ご

健

勝
に
て

良

い
年

を
迎

え
ら

れ
ま

す
よ

う
お
斫

り

申
し
ｈ

げ

ま
し

て

ご
挨
拶

と

い
た
し

ま

す
．

11月27日 初登庁

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

初
登
庁

初
び
庁
の
十
一
月
．
．
卜
匕
囗
．
役
場
前
に
人
勢
の
み

な
さ
ん
が
Ｍ
永
町
艮
を
出
迎
え
ま
し
た
．『

花
束
を
贈
ら

れ
た
Ｍ

永
町
長
は
「
．
．
卜

．
世
紀
の
町
づ
く
り
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
令
力
で
取
り
糾
ん
で
ま
い
り
ま
す
ご
と
誓

い
を
述
べ
ま
し
た
『

庁
介
内
で
行
わ
れ
た
就
任
式
で
は
、
人
波
助
役
の
歓

迎
の
才
‥
蘖
の
後
、
Ｗ
…
永
町
長
は
職
ほ
に
対
し
「
国
兇
町

．
万

．
．千
の
町
民
に
代
わ
っ
て
職
務
遂
行
す
る
と
い
う

白
覚
の
も
と
．
町
民
皆
さ
ん
の
心
を
心
と
し
て
収
り
糾

ん
で
く
だ
さ
い
厂

と
訓
示
し
ま
し
た

21 世紀のまちづくり
豊かで住みよい活力あふれる町づくり

心豊かで人にやさしい町づくり

町民サービスの向上

情報化の推進

健全財政の維持Ｘ推進

町民颱鈩加の町づくり

道路網、上下水道、緑地公園

・整桐 鷁 地開発を進め、快適

で住みよい町づくり

国見衂7)立地や

自然環境などの

条件を活かし、

バランスのとれ

た町匸冫 り

人間性豊がな社

会の実涌こ向け

た教育の充実と

文化の振興、青

少年が生き生き

と躍動'･きる町

づ
。

弋

農商工の振興をはか9 、辰男の

拡大と若者の定住促進、産業防

盛んな活力あふれる町づくり

ぷβ ？高齢社会に対応した

福祉の充実、健康で安心し

て暮らせる町づくり



永年の献身的活動をたたえ

国
見
町
表
彰
式

平
成
十
一
一
年
度
国
見
町
衣

彰
式

が
ト

ー
Ｈ
ニ
ト

ー
囗
挙
行

さ
れ

、
こ
れ
ま
で
献
身

的
な
活
動

に
よ

り
、
国
見
町
発
展
に
大
き
く
貞
献

さ
れ
た
卜
二
名

の
方
々
が
表
杉
さ
れ
ま
し
た
．
こ

の
ほ
か
、
条
例

等
に
坊

づ
き
三
名
の
方

が
追
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

式
で
冨
永
町
長
は
「
献
身
的
な
ご
努
力

と
幹
段

の
ご
労
苦
、
そ
し
て
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た

ご
家
族
の
方
々
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

Ｌ

げ
ま
す
．

今
後

と
も
豊
富
な
経
験
と
識
見

を
も

っ
て
、

．
層

の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う

お
願
い
中

し
上

げ
ま
す
」

と
式
辞
を
述

べ
、
．
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
．

宮
前
弘
福
島
県
県
北
地
方
振
興
Ｑ

艮
や
佐
藤
忠

美
議
長

が
睨
辞
を
述
べ
た
後

、
受
賞
昔
を
代
表
し

て
林
初
…乃
さ
ん
が
［
こ

の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、町
発
展
の
た
め
、微
力

を
捧

げ
る
所
存
で
す
］

と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
．

町
の
表
彰
は
、
昭
和
四
十

．一
年
以
ま

、
町
の
発

艇
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
、
顕
笄
な
功

績

の
あ
っ
た
方
々
を
永
く
顕
杉

す
る
た

め
行
わ
れ

て
い
ま
す
．



表 彰 者

特
別
功
労
表
彰

林
　

初
男

～
（
消
防
）

昭

和
二

十
六
年

よ
り

平
成

十
一
年

に

退
団

す

る
ま
で
、

四
十

八
余

年
の

永
き

に
一日
】り
消

防
団

員
と
し

て
地

城
防
災

活

励

に
従

事
、
住
民

の
生

活
安

定
に
貢

献

さ

れ
ま
し

た
。

ま
た

、
平
成

九
年
よ

り

消
防

団

長
と
し

て
団

の
育
成

強
化

、
予

防

消
防

に
努
め

ら
れ

た
ほ

か
、
町
ａ

業

委

貫
な

ど
も
歴
任

さ

れ
ま
し

た

。

菊

地

平

助
～

（
社
会
福
祉
）

昭
和

四
十
九

年
よ

り
現
在

ま
で

、

こ

十

六
余

年
の
永

き

に
一
日一
リ

、
民

生
児
童

委

貝

と
し
て
老

人
福

祉
の

向
匕

、
保
護

世

帯
の

更
正

指
導
等

に
大

き
く

寄
与

さ

れ
ま
し

た
。

平
成
七

年

か
ら
は

民
生

委

員
協
議

会
会

長
と
し

て
活

動
の

中
心

を

担
っ
て

い
る

ほ
か

、
農
業

委
艮

な
ど

も

歴

任

さ
れ
て

お
り

ま
す

。

渋
谷

愛

子
ｊ

（
社
会
福
祉
）

昭
和
五
卜
二
年
よ
り
現
在
ま
で
の
一「

十
三
余
年
の
永
き
に
亘
り
、
民
生
児
童

委
員
と
し
て
老
人
福
祉
の
向
ｈ
、
保
護

世
帯
の
更
正
指
導
等
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
嘔
成
七
年
よ
り
民
生
委
員
会

協
議
会
剛
会
長
と
し
て
。
活
助
の
中
心

を
担
っ
て
い
ま
す
。

功
労
表
彰

角

川
　

寛
～

（
納
税
振
興
）

甲
成
元
年
よ
り
現
在
ま
で
、
大
町
南

納
税
貯
蓄
組
合
艮
と
し
て
、
納
期
内
完

納
の
促
進
。
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

佐

藤

洋

一
～

（
林
業
振
興
）

昭
和
六
十
年
よ
り
現
在
ま
で
、
国
見

町
桑
折
町
有
北
山
組
合
議
貝
と
し
て
、

林
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

菊

地

忠

良
ｊ

（
農
巣
振
興
）

昭
和
瓦
卜
五
年
よ
り
今
年
退
任
さ
れ

る
ま
で
の
．
二
十
余
年
の
永
き
に
わ
た

り
．
農
業
改
良
推
逃
貝
と
し
て
、
農
業

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
．

鳥

檎

芳

男
ｊ

（
保
健
衛
生
）

平
成
六
ｔ

一
年
よ
り
現
在
ま
で
、
生

活
環
境
推
進
貝
と
し
て
、
生
活
環
塊
の

向
ｈ
、
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

佐

久
川

浩
ｊ

（
保
健
衛
生
）

平
成
六
十
一
年
よ
り
現
在
ま
で
、
生

活
環
境
推
進
員
と
し
て
。
生
活
環
境
の

向
上
、
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

井

砂

洫
‥
榮

ｊ

（
消
防
）

昭
和
四
十
六
年
よ
り
現
在
ま
で
、
消

防
団
貝
と
し
て
、
地
域
消
防

‘
防
災
・

防
犯
等
に
努
め
地
城
住
民
の
生
活
安
定

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

吉
田

春

夫
ｊ

（
消
防
）

昭
和
四
卜
六
年
よ
り
現
在
ま
で
、
消

防
団
員
と
し
て
。
地
域
消
防
・
防
災
・

防
犯
等
に
努
め
地
域
住
民
の
生
活
安
定

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

善
行
表
彰

熊

谷

フ

ヂ

ー

（
寄
附
）

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
、
町
奨
学
基
金
へ
二
百
万
円
を

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

朽
木

碩

也
ｊ

（
青
少
年
育
成
）

昭
和
五
十
六
年
の
小
坂
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
結
成
以
来
、
本
年
退
任
さ
れ
る
ま

で
、
団
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

栄
誉
顕
彰

松

浦
辰

雄
ｊ

（
ス
ポ
ー
ツ
）

第
二
十
六
回
令
国
身
体
陣
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
余
眼
椅
子
陛
上
競
技
の
百
ｍ
で

優
勝
、
五
１
ｍ
で
準
優
勝
し
、
当
町
の

名
声
を
高
め
ま
し
た
。

平
成
十
二
年

国
見
町
表
彰
条
例

第
九
条
等
に
基
づ
く
受
彰
者

（
功

労

表

彰

）

新
井

尚

子
ｊ

（
保
健
医
療
）

二
十
余
年
の
永
き
に
亘
り
、
学
校
陶

科
医
と
し
て
、
児
童
の
健
康
保
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
μ

平
成
卜
二
年
六
月
三

十
日
転
出
　
同
日
表
彰
）

（
特

別

功

労

表

彰

）

故
関

口
正

一
ｊ

（
農
業
振
興
）

永
年
に
わ
た
り
、
農
栗
基
盤
の
整
備

に
尽
力
さ
れ
、
特
に
小
坂
地
区
ほ
場
整

備
嚊
業
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
（
平
成
十
二
年
八
月
一
日
逝
去
。

同
日
表
彰
）

（
功

労

表

彰

）

故
渋

谷

貞

男
～

（
自
治
振
興
）

永
き
に
亘
り
上
野
町
内
会
長
を
は
じ

め
納
税
貯
蓄
組
合
長
、

保
健
委
員
と

し
て
、
町
と
の
相
互
連
絡
を
図
リ
、
町

政
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
十

二
年
七
月
十
日
逝
去
。
同
日
表
彰
）

謝辞を述 べる林初男さん



11月の

グラビア

大
分
県
国
見
町
議
会
来
町

11月16日大分県国見町議会より松本蕈治誦

長ほか14名が当网を訪れ．当町調会蟻員と各
常任委員会毎に网づくりの個別課麗ついて，
より掘り1こげた廰見交換が行われました. そ
の後．一行は网主要施設などの視察を行いま

した. 大分県国見町は今年合併40周年をむか
え.11月24日の記念式典には当网から冨永网

長と佐藤議長が出鷹していま１ ．

若さあふれるプレー

老人クラブ大運動会

1
1月
2
7日
国
見
町
老
人
グ
ラ

フ
連
合
会
が
主
催
す
る
大
廼
勧

会
が
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
す
べ
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
円
チ

ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
よ
り

捐
鋭
さ
れ
た
1
0名
に
よ
り
。
４

種
目
で
ポ
イ
ン
ト
を
争
う
も
の

で
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
フ
レ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結
集
は
昨

年
に
引
き
続
き
山
崎
長
司
会
が

優
勝
、
濱
優
勝
は
森
山
老
人
グ

ラ
フ
、
第
３
位
は
第
２
藤
田
長

寿
会
と
な
り
ま
し
た
。・

健
康
世
帯
・

健
康
高
齢
者
表
彰

医
啼
費
は
年
々
増
大
す
る
現

状
に
あ
り
ま

す
か

。
国
民

留
康
保
険
加
入

世
帯
で
の
無
受

診
世
帯

。
及
び
老
人
医
療
該
当
者
で
の

無
受

診
者
を
裏
彰
１
る
健
康
世
帯
・
健
康
高
齢
者

表
彫
式
が
ｎ

月
2
1
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
屓
医
縢
曹
岡
に
か
か
ら
な
か
っ
た

世
帯
は

、
2
2

年
連
瞋
の
ち
日
タ
カ
さ
ん

・
貝
田

を
は

じ
め
と
す
る
5
9
世
帯
で

。
ま
た
健
康
な
高
齢

者
は
嘔
名
で
し
た

。

交通安全町民大会奐
折
町

・
国
見
町
交
通

安
全
町
民
大
会
が
ｎ

月
2
6日
桑

折
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
阻
催
さ

れ
．
交
通
事
故
絶
滅

に
向
け
た
取

り
組
み

を
誓
い
あ
い
ま
し

た
．
大
会
で
は
交

通
安
全
功
労
１

や
優
・
良
団

体
．
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
良
事
異
所
が
表
彰
さ
れ
．
村

上
キ
ミ
子
さ
ん

、
森
江
野

・地
区
交
通
安
全
母
の
会
艮
・

が
交
通

安
全
へ
の
楔
こ
Ｉ－
を
行

な
い
ま
し
た
「
．

ラ
イ
ト
早
め
点
灯
を

11日 、国見网交通安全協会や同母

の会の方々 が、夕詈れのライト早め

点幻 を呼び かけ まし た 、日髫れ聘の

事故発生が多い亭から 、搴故防止の

たのにこの 運助を展開し てい ます 、



Ｊ
Ａ
ま
つ
り

川
月
Q
1
1
3日
の
二
日
間
に
わ

た
り
。
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
国
見
総

合
支
店
に
お
い
て
『

弟
６
回
Ｊ
Ａ

ま
つ
リ
農
業
祭
が
間
か
れ
、
農
産

勿
の
品
肝
会
や
販
売
。
農
機
μ
の

廈
示
な
ど
が
行
わ
れ
。
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。。

バ
ザ
ー
収
益
金

を
福
祉
へ

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
開
催
さ
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
収
益
基
2
2

万
円
を
福
祉
の
た
め
に
と
寄
付

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

納税功労に五十嵐衛さん

このほど五十嵐衛

さん で鴨町･ が，福
島地区納税貯蓄組合
迪合会長より納税貯

蓄組合育成功労者と

して表彫さわました｡
五十鏖,さんは15年間
余の永さにわたり，

襴网納税貯Ｓ組合長
とし て納 税意臈の高掲 ．期圜内完納に 爽崛さ

れました，

石母田西納税組合
へ感謝状
石毋田西納税貯ｉ 組合 一国分長二

翊合長 へ．福鳥県県北地方振興局

長より優良組合として懸謝状が爾ら

れました，同組合では期園内納付宰
が３年迎続100％となっています．

稔
り
の
集
い

小
坂
小

小
坂
小
学
校
で
は
日
月
1
7日
『
稔
り

の
東
い
』
を
開
催
、
こ
れ
ま
で
お
庶
話

に
な
っ
た
方
々
と
作
物
を
斤
ん
だ
自
然

の
力
に
感
謝
を
捧
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
家
作
り
な
ど
の
活
助
を
通
じ
お
匪
話

に
な
っ
た
方
々
を
招
い
て
、
学
年
ご
と

に
活
動
の
成
果
を
発
表
。
今
年
収
硬
さ

れ
た
米
は
1
4
2
㎏
、
こ
の
渠
い
で
赤

飯
に
し
て
み
ん
な
で
お
い
し
く
頂
い
た

ほ
か
、

。
部
は
静
岡
県
叫
気
賢
小
の
お

友
達
へ
も
お
く
ら
れ
ま
す

。

収

穫

祭

森
江
野
小

森
江
野
小
学
校
で
は
‥‥
月
Ｍ

囗
に
収

夜
祭
を
催
し
、
こ

れ
ま

で
の
活
助
で
お

叫
話

に
な

っ
た
方

々
を

招
き
、
学
習
成

果
の
発
人
や
会
食

に
よ

り
感
謝
を
人

し

ま
し
た

鳥
学
年
生

が
朗
を
つ
き
．
巾

低
学
年
が
豚
汁
と
サ
ラ
ダ
を
つ
く
り
、

も
て
な
し
の
食
嘔
を
準
伽
し
ま
し
た
。

今
年
収
穫
さ
れ
た
米
は
。
も
ち
米
恥
４

う
る
ら
米
7
5
4で
。
招
待
行
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
し
る
し
た
カ
ー
ド
を
添
え
て

米
も
贈
７
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
会

大
枝
地
区
小
学
生

人
技
地
Ｋ

の
小
伊
生
約

丿
名
が
、
日

川
一（
一
日
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
し
べ

４
少
年
介
成
町
民
会
議
人
技
地
区
推
進

協
議
会
（
佐
藤
肓
代
治
会
災
）
が
Ｌ
催

し
た
も
の
で
．
そ
ば
打
ち
休
験
と
と
も

に
．
ｆ
供
た
ち
が
打
っ
た
そ
ば
を
地
区

の
力
々
に
も
食
べ
て
も
ら
い
．
会
食
を

辿
し
て
交
流
を
㈲
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま

す
．
参
加
し
た
児
呶
は
こ
ね
る
．
の
ば

す
、
き
る
と
い
っ
た
作
業
を
川
限
町
そ

ば
研
究
会
の
指
導
の
も
と
体
験
、
茹
で

て
は
太
さ
が
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、
み
ん

な
で
叉
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
．

餅
で
収
穫
を
祝
う

大
木
戸
小

人
木
戸
小

学
校
で
は
川
月
1
8
H
に
収

穫
祭

を
開
川

し
。
こ
れ
ま
で
の
米
什
り
・

野
菜
政

培
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
2
8
囗

に
は
１

・
２
年

生
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
助
け
を
借
り
な
が

ら
餅
つ
き
に
挑
戦
、
で
き
た
餅
は
个
校

生
征

に
振
舞
わ
れ
ま
し
た

。
今
年
収
穫

さ
れ
た
米
は
9
6
㎏
、
来
作
の
卒
業
式
に

は
み

ん
な
で
作
っ
た
冢
を
赤
飯
に
し
て
、

六
乍

生
を
送
り
ま
す
。



水
質
保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
！

公
共

下
水
道

に
つ

い
て
は
平

成

八
年
度
か

ら
供
用

を
開
始
し

、

現
在

の
と
こ

ろ
区
域

は
、
左

図

の
と

お
り
七

十
九
ｈ

、
利
用

可

能

世
帯
は
千
百

戸

を
超
え

て

い

ま

す
。
皆

様
の
ご

理
解
の

も
と

、

既

に

八
割
を
超

え
る
約

九
百
か

ら
の
世

帯
・
事

業
所
が
下

水
道

へ

の
排

水
設
備
工

事
に
よ

り

、

接
続
を

終
了
し

ま
し

た
。

町
で
は
生
活
環
境

改
善
や
水
質
保

全
の
た
め
下

水
道
整
備

事

業
を

進

め
て

お
り
、
各

家

庭
で
下

水

道

接
統

に
必
要

な
借

入
資
金
へ

の

利
子

補
給
制

度

を
設
け

、
下

水
道
へ

の
早
刈

接

続
を
推

進
し

て

い
ま

す
。

供
用

開
始
の
日

か

ら
六

ヶ
月
以
内

（

た
だ
し

汲
み

取

便

所

に

つ

い

て

は

三

年

以

内

）
に
接

続
工
事

を
し
て

い
た

だ

く
こ

と
に
な

っ
て
お

り
ま
す

。

き

れ

い
で

快
適

な
町
づ

く
り

の

た

め
に

も
、
早

期
接

続
を
お
願

い
し
ま

す
。

公共下水道供用区域
す で に 使 え る 区 域(71ha)

本 年 ４ 月 か ら 使 え る 区 域(  8  ha)

本 年 度 工 事 予 定 区 域（来年から便える見込区域4.6ha）

公共下水道への接続は早めに

下水道が供用開始された日 から、し尿浄化槽、

台所、風呂等の接続は6 ヶ月以内に！（ただし、

汲み取便所については３年以内）

公共下水道に接続するには

下水道に接続するには、トイレ、台所、浴室

などからの汚水を、町で設置した公共汚水ます
へ接続する、排水設備工事を行なわなければな

りません。この工事は町指定工事店でなければ

施行することができませんので、詳しくは町下

水道係にお問い合わせください。

排水設備工事による整備資金利子補給制度

町では早期の下水道接統を推進するため、排

水設備工事に要する費用を金融機関から借り入

れしたとき、一世帯あたり50万円を限度とした

融資額に対して､その利子分を町が負担する「下

水道排水設備等整備資金利子禰給制度」を設け
ています。

この利子補給制度は当該地区の供用開始の日

から３年以内の設備工事に限ります。詳しくは

町下水遭係にお問い合わせ下さい。

伸ぱそう下水道

早めの排水設備工事を！

・お問い合わせは

都市整備課下水道係(

 585 ) 2984

下　水　道　の　役　割

○生活環境の改善

ト イレが水洗化 されるだけで

なく、汚水を速 やか に排除する

ため、清潔で快 適な生活環境が

実現し ます、

○周辺環境の改善

汚水が側溝など住宅 周辺に流

れるこ とがなくなり、悪臭や蚊 、

ハエの発生を防ぎます。

0 川や湖沼､海の水質保全

汚水はすべて浄化セ ンターに

集められ、きれいにしてから放

流 され ますの で、川や海を汚し

ませ ん。



知って得する国民年金

○税金が安くなります。
納め た保険 料は、

その年内に納 めた

分が社会保険 料と

し ての扱い を受け

全額が所得 税や住

艮 税を計 算すると

きに課税対 象から

控除 され ます。

○住宅資金が借りられます。

３年以1 こ国氏年 余に加 入し．最近の２年間

に保険料の滞納

などがない人は

住宅を新築。叫

入するときに低

利の住宅資金を

借りることがで

きます。

ポ
イ
ン
卜

国
民
年
金

年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

「
現
況
届
」
は
大
切
な
届
け
出
で

す

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
よ
う

【
現
況
届
】
は
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
人
切
な
届
け
出
で
す
。

提
出
を
忘
れ
る
と
。
年
金
の
支
払

い
が

。
畤
的
に
ス
ト
ッ
プ

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は

○
誕
生
月
の
Ｌ
句
に
「
現
況
屈
」
（
（

ガ
キ
》
が
届
け
ら
れ

ま
す
『
。
巾
町
村
艮
の
証
明
は
不
要
と
な
っ
て
お
リ
記
縱
嘔
項
確

総
の
上
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
栗
務
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
・

★老齢年金は「雑所得」扱いです★

年金の うち、 老齢基礎年金、老齢年金や通算老齢 年金などr

老齢J と名のつく年金（ ただし、 老齢福祉年金は除 かれ ま

す）は、所偲税法で雛所得と

みなされ、所得税および住民

税の対象となり ます。

それ以 外の 年金（障害从礎

年･舎、遺族基礎年金など）は

課税対象になってい ません。

なお、課税に 当たっては、年

金所 得 者とし てい ろい ろ な

控除 が受けられ ます。

課税されない年金の限度額

年金収人だけの鳩 合､ 控除額の総計を越え

ない次の額まで税金がかかりません。

65歳未満（配偶者あり） �184 万円

65歳未満（配偶者なし） �108 万円

65擔以上（配偶者あり） �314 万円

65歳以上（配偶者なし） �228 万円

国民
年金

Q＆A

公的年金は破綻してもらえなくなるの

ではないでしょうか？

公的年金は国が責任を持って運営してい ます。

20歳以上の国民 は公的年 金に全員加入するこ とが義務付けられており、

公的年 金は、現役 世代の稼 ぎの 一部 を商齢 世代の生 活費として 仕送 り

する仕組みです。

したがって。日本国が健全である限り、 公的年 金は破綻し ませんし、年金がも

らえなくなることもあり ません。

お

問

い

合

わ

せ

は

住

民

課

年

金

係

ｇ

５

８

５
－

２

１－
（
／
Ｑ
）



保 健 だ よ り

保鐔福娵耳ﾐ 禪儺襌遺偈,今(５!籾‘2783

備えよう!!インフルエンザ

寒くて空気の乾燥する冬はインフルエンザウイ
ルスの活躍するシーズンです。例年ピークは１月

から２月。今年も、そろそろインフルエンザのシ
ーズンむかえますので一人ひとりの注意で流行を

防ぎましよう。インフルエンザはウイルスによっ
て引き起こされる病気で、普通の風邪とはまったく違います。発熱

や頭痛などと一緒にのどの痛みや鼻水など風邪とよく似た症状を望
するためよく誤解されますが、インフルエンザ

の場合､40度近い高熱がでるなど全身症状があ

らわれます。重症化すると体力のない高齢者や
乳幼児などでは生命にかかわりますので、特に

注意が必要です。風邪とは軽視しないで医療機

関で受診しましよう。

ｲﾝﾌﾙｴﾝ ｻ 予゙防の6つのポイント

１十分な栄養と休養をとる

２室内保湿に心掛ける

３外出時はマスクを着用する

４ウイル スが蔓延する人混 みは避ける

５手洗いとうがいを励行する

６ワ クチンの予防接種は有効です

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

平成12年７月～　　　　　

８月生まれの乳児 �
２月７日(水) � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター
第１和室

〈おかあさんへ〉☆身長・体哨測定、離乳食、予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに！

３ 歳 児 健 診

骸　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 棚

平成９年８月～　　　　　10

月生まれの幼児 �
２月13日(火) �午後１時15分～午後1  時 45分 �

観月台文化センター

大研修室

〈お かあ さ んへ 〉☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査を実施します。

☆健診骸当者には後日健診票等を郵送いたします。母子手帳を忘ｎ ずに！

乳　児　健　診

骸　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成12年10月生まれ）

・９か月児（平成12年４月生まれ） �
２月22日(木) � 午後1  時 30分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

（おかあさんへ）☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに！

お知らせ
予防接種の予約は、年末

は12月28日(木)分まで、年

始は１月11日(木)分から受

付をすることができます。

年末年始の救急医療業務

年末年始の敦急医療葉務は、公

立藤田総合病院で24時間体制で

対応します。

公立藤田総合 ﾊ ゚( 585 ) 2121

ご 存 じ で す か ？

医薬品副作用被害救済制度

医薬品は．人の健康の保狗唱道に欠か

セないものですが，その使用にあったて

万全の注意を払つてもなお副作用の発生

を防止できない場合があります．医薬品

を適正に使用したにもかかわらず副作用

による健康被害（入院を必要と・る程度

の疾病又は障害．死亡）が発生した嵋合

に．医療輿．医療手当．障害年金．遍族

一時金等の給付を行い．これにより健康

被害の救済を図ろうとするのが．この救
濆制度でｉ。

制度のしく

みを解説した

バンフレット

及ぴ誦求用紙

を無科でお送

りします．

医員品 副作用 被言救 済･ 研究擴貝 飼査機 構

総 務郎企圖 諜相談 係

〒縦)-(X)13 ●瞿 郡千代田区霞が 関3  一 3 - 2

斯饑 が関ピ ル９階

f103 －35(Xﾄｰ 例 11



事故ゼロの笑顔で迎える新世紀

交通事故防止県民総ぐるみ運動

年末 年始の 交通事故防lh県民総ぐる み運助が12月10

日 から 平成13年｜月７日 までの29日 間実施されて

い ます。

県内 の交辿 事故は、発生件 数、死 者数、傷者数と

も 的年をh 回っており、たい へん残念な情況となっ

てい ます。

本年の 死亡事故の特徴としては 次のこと が挙げら

れます。

・ 高齢者の死 者が ３分の １以上 である 。

・ 夜間 の事故死者が全体の半 数以上であ る

・ 飲酒運転、スピ ードの出し 過ぎ 等の悪質な違反に

よる 死者が全体の半数である 。

こ れから年末年始にかけて 交通事故の増加が懸念

さ れる ことから特に次の点 に注意し、交通事故の防

止 に努めましょう。

高齢者を思いやる 運転を励

行する。

自 動車・バイ ク・自 転車の

ライト早め点 灯や家族ぐる

みで夜光反射材を 活用する。

飲酒運転等悪 質・危険な運

転はしない。

夜間のスピード ダウン運転

を励行する。

人間ドック検診追加募集

人間ドッ ク( 入 院・脳ド ック、日帰りドッ ク) 事

業は、疾病の９期 発見を口的 として多くの町民の方

に受診いただいてお ります。

本年度、約!X)名が申込 みされておりますが、まだ

若 干の枠があるこ とから、 次により追加募集をおこ

ない ます。申込みは平成13 年１月12日( 金)まで随時

受付いたし ます。

なお、申込み 方法、自 己負担額などは次のとおり

となってい ます。

詳しく内容 をお 知りにな りたい方は下記までお問

い合わせくだ さい。

対　 象　 者…国 保加入者で35 箴以上7U筬禾満の万

申 込 締 切…平成13 年１月12日(金) まで

申し込み方法…保険 証、印鑑を持参し 。負担金を添

えて、本人また は家族が保健福祉課国保係へ申し

込 みく ださい 。(土 ・日 曜、祝祭日お よび年 末年

始を除き、 午前 ８眄30分から午後５眄まで)

受診区分 �入院人問ドック �日帰り人間ドック

自己負担 �

初めての方 � 初めての方

�男性6.38 |円 � 男性3.2CX}円

�女性6. 繝 :円 � 女性3,4〔X}円

�２回目以上の方 �２回目以上の方

�男性32.円 �男性　16.〔X〕O円

�女性33 ℃円 �女性　17,〔X)O円

実施期間 � １月～２月 � ２月～３月

実施機関 � 公立藤田総合病院

・脳ドックを希望の方は､事前にお問い合せ下さい

お問い 合わせは　保健福祉課 国保係(  585 ) 2785

藤
原
の

そ
な
え
む
な
し
く

二
重
堀

まち

再発

見

くにみの

民話かるた

こ
れ
は
大
木
戸
の
お
年
寄
り

達
か
ら
聞
い
た
話
．

今
か
ら

八
．白
年
あ
ま
り
ａ

、

で

八
九
年
夏
、
源
頼
朝
は
平

氏
を
滅
ぼ
し
．
次
い
で
東
北
の

ｆ

荐
藤

原
氏
を
滅
ぼ
そ
う
と
人

軍
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＊

い
て
押
し
寄
せ
．
守
る

麟
原
軍
と
激
突
し
た
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が
史
1
1

有
名
な
こ
こ
闘
沖
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志
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合
戦
．

そ
れ
以
前

か
ら
藤
原
氏
は
東

北
各
地
に
防
塞
を
築

い
て
帆
朝

軍
に
碕
え
て

い
た
の
で
し
た
が
、

そ
の
一
つ
が
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町

に
吸
さ
れ

て
い
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ｌ
重
川
．
川
の
叺
要
文

化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
．

と
に
か
く
阿
津
賢
心

山
の
山

腹
か
ら
阿
武
限
川
ま
で

延
夕

．一

キ
ロ
、
巾
九
米
．
深
さ

丁

（

米
の
堀
を
作
っ
た
人
Ｅ
咀
Ｅ
。

り`

時
の
こ
の
辺
り
の
農
民
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す
べ

て
集
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ら
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使
役
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れ
た
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こ
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敗
し
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藤
原
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は
四
散
し
、
藤
原
氏
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し

て
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ま
っ
た
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で
す
。

お
年
寄
り
の
‘話
で
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一
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堀
は
カ
ラ
堀
リ
だ
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か
ら
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い
か
に
も
水
あ
る
み
た
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に
白

い
米
た
く
さ

ん
撒
い
て
敵
に
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だ
っ
て
兄
せ
た
わ
け
べ

だ
け

ど
ホ
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蜜
だ
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だ
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肖
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っ
っ
つ
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べ
し
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が
っ
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し
。
カ
ラ
堀

り
っ
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敵
に
バ
レ

つ
ち
ま
っ
た
つ
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わ
け
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」
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笑
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。
良
艮

に
と
っ
て
権
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老
た
ち
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争
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恐
ろ
し
く
、
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馬
鹿
げ
た
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の
に
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し
ょ
う
。
似
た
よ

う
な
話
は

各
地
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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募
　
集

幼

稚
園
児

唹
成
十
三
年
度
に
人
園
す
る

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
児
童
…
覃
成
七
年
四
月

二
日
か
ら
平
成

八
年
四
月
一
日

ま
で

に
生
ま
れ
た
児
嗷
▼
受
付

期
限
…
ｔ

二
月
二
ｔ

二
日
ま
で

｛
午
前

九
時
か
ら
午
後
円
時
。二

卜
分
ま
で

。
こ
卜
二
日
午
前
を

除
く
｝
▼
受
付
場
所
・・
‘藤
田
幼

稚
園
及
び
森
江
野
幼
椎
園
▼
そ

の
他
・：
◇
申
込
ぶ
は
各
幼
稚
園

及
び
学
校
敏
育

踝
に
あ
り
ま
す
。

◇
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
◇
森
江
野
幼
椎
園
で
は
当
日

制
服
注
文
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
藤
田
幼
稚
剛
で

は
後
日
注

文
と
な
り
ま
す

。

★
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

。`｛
５
８
５

｝
2
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藤
田
保
育
所
園
児

平
成
十
三
年
度
に
入
所
す
る

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
：
人

十
人
▼
受
付

期
間
…
一
月

九
日
か
ら
十
九

日
ま
で
（
ｔ

、
日
を
陳
く
）
▼

受
付
場
所
…
保
健
福
祉
課
橘
祉

係
ま
た
は
藤
1
1
1保
育
所
▼
持
参

す
る
も
の
・：
印

か
ん
。
会
社
ａ

な
ど
の
給
与
所
得
者
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唹
成
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二
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徴
収
票
▼
そ
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他
◇
保
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。
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お
問
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せ
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５
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困
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．
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．
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募
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期
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自
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大
学
の
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放
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人
学
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平
成
卜
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四
月
人
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を
募
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し
て
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ま
す
。
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宅
で
大
学
の
授
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受
け
ら
れ
る
放
送
人
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ビ
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ｃ
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デ
ジ

タ
ル
放
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で
全
国
に
放
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す
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▼
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▼
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…
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卜
五
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国見町の人口は
11,201人

(国勢調査速報値)

10月１日 現在で実施された平成12年国 勢調査の速報値が公表されました。

それによると国 見町の人口 は11  . 1人 で、平成7 年の前回調査の11 . 人 より535

人､4.6  % 減少し ました。また、世帯数は3,141 世帯と 前回より39増加しまし

た。詳細は次のとおりです。

国見町の人口及び世帯数

��平成12年(概数) �平成７年度(確足数) � 増加散 � 増減率

人

口 �

総数 �1  1 . 2 0 1　人 � １１，７３６　人 �△535 人 � △.4 . 6 %

�男 �5  . 4 1 6　人 �5  . 6 4 5　人 �△229 人 � △4.1 %

�女 �5  , 7 8 5　人 �6  . 0 9 1　人 �△306 人 � △5.0 %

世帯数 �� ３，１４１ｔ!!帯 �3  . 1 0 2世帯 �39 世帯 �1  . 3 %

｢ 福島 県統 計調 査課 編 平成12 年 国努 調査速 報｣ から( 確定数は来年度総務雀より公裂されます)



あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

ビッグツリー点灯期間
12 / 23～1 ／2

12月23日　グリ ーンアリーナ923
午後１時～　　 催しいっばい

午後4  時 40分～　点灯式

午後５時～　　 花火打ち上げ
【お問 い合 わせ 】

国見トライアングル・クラブ

佐藤(  585 ) 3 ど

お
知
ら
せ

住
宅
性
能

表
示
制
度
ス
タ
ー
ト

「
生
の
う
ら
で

で

＆
高
価

な
買
い
物
」
と
い
わ
れ
る
マ
イ

ホ
ー
ム
も
。
性
能
に
裄
し
い
川

題
が
あ
っ
た
り
、
生
活
に
支
障

を
き
た
す
欠
陥
が
あ
っ
た
り
し

て
は
人
変
で
す

住
宅
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぎ
。
ト
ラ
ブ
ル
の
際

に
も
消
費
者
の
を
場
か
ら
、
紛

ｉ
を
速
や
か
に
処
理
で
き
る
よ

う
『
什
宅
の
品
質
確
保
の
促
巡

等
に
関
す
る
泌
什
』
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
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こ
の
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は
Ｔ
．住
宅
性
能
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設
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仕
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係
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傑
証
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か
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。

住
宅
性
能
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。小
制
度
を
利
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す
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任
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。
本
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に
お
い
て

は
砌
ふ
く
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ま
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住
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セ
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受
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、
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。
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収
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０
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す
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説
川
会
を
次
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よ

り
閥
催
し
ま

す
．
嘔
業
Ｌ
の
方
に
対
し
て
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折
睨
吋
川
＆

の
賃
金
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．分
の

・

の
助
成
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．
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川
管
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力
川
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怜
伽
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成
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．
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．
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助
か
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齔
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ク
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介
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ン
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事
業
者
の
皆
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統
計
調
査
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ご
協
力
く
だ
さ
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卜

．
．リ

．卜

．
日
現
在
で
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次
の
統
計
調
４

が
同
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に
行
わ
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ま
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平
成
十
二
年
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統
計
調
査

Ａ
製

地
ｊ
ｔ
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実

態
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調
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〉
■

平
成
十
一
一
年
石
油
等
消

費
構
造
統
計
調
査
（

従
業
八
．．．

卜
人
以
Ｌ
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喞
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洲
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〉

私
年
ト
ニ
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．
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か
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調
介
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い
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ま
す
．
記
入
い
た
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い
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内
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に
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い
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は
続
丿
法
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圦
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

齔
確
な
記
人
を
お
願

い
し
ま
す

年末年始の

水道工事当番
年末年始の水道工事当番は次の

とおりです。

月 日 �指 定 店 名 �電話 番号

12 2S�喩　藤　設 備�５８５･3 1  03

冫9�国見ガス僅宅設備�５８５･2 1  37

Ｊ �国　見 絞　県 5 日 5-3C63

31�海　師　設 備585-3103

１　１�斎　久　鐙 備�585 ･ 231

２�国見ガス佳で設備�５８５･2 1  37

３�国　貝　設　備�５８５･3C53

４�譱　久　叔　懶�58 ﾄ 23

わが街の　安全・安心　110 番

1月10日はno 番の日

IIO  番は．補爲に直い賢察に采でもらいたし･眄や．犯罪

や事故を貝聞さして輿察に芝らせた１がよいと懋う眄に．

かける罵話で覃，
通報鴎:4.1 祠が戞フ｣rこのか２いつ？どごで･1犯人は５

状況.は６あなたはの６つのポノントにより連絡ください_

警察への照会､要望､相談は 桑折警察署f?ｰ  2151

１月の心配ごと相談

15日:l･25

日県
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町職員の給与等の状況を

お知らせいたします

町 職貝 の給与 は、民 間給 与の 調査 に基づ

く人 嘔院の 勧 告およ び県や 他の地 方 公共団

体な どの均 衡に 考慮し つつ 、町 議会の 議決

を経 て条 例で定 めら れてい ます。 ここ では

町民 の皆 さんに 職員 の給与 など の状況 をお

知ら せい たし ます。

ここで 用いて いる 数値は 、平 成12 年４月１

日 現在の 「地 方公務 員給り･実態 調食」 及 び

「地方公 共団体 定員 管理 調査」 に基 づき作

成 したも ので す、

１　人 件費 の状 況 （平 成11年 度 普通会計 決算 ）

住民基本台峨人目 � 歳出匐 Ａ � 実質収支 � 人件費　Ｂ �人件費(B/A) �10年度の人件費乖

H  ー2.3 ､ 3 ｰ　い .448人 �5 ﾖ 20.827T･円 �129243 千円 �038.040  ･円 �.3  % �1  & 5 %

２　職員給与費の状況（平成12年度一般会計予算）

職八敗Ａ �
給　　　　 り･･　　　　費 ����1人当りの船'1費

｜

�船　科 �職員1･町等 �期末・勤勉予''i等 � 計　Ｂ � （Ｂ／Λ）

9L5 人 �439.262 T･円 �53 , 333千円 �209. 日 9 T･円 �70 】, 7  ー4 T ･円 �6.913  T ･円

３　職員の平均給料及び平均年齢

区　　　　　 分 �
国　　　 見　　　 町 �� 福　　　 島　　　 県

�平均給料月額 � 甲･均年船 � 傴均給料月額 � ヽF均年齢

－ 般 行 政 職 �341,3(X) 円 � 訛6 歳 �349.!XX) 川 � 叭6 歳

技 能 労 務 職 �397.  )円 �57.8 歳 �36XI(X) 円 �46  ｣歳

注 職貝ｆ肖には退職不当を含みません、

４　職員の初任給および経験年数別給与 月額の状況

区　　　　 分 ��初 任 給 � 槌験年数10年 � 阯験年数15年 � 経験年数20年

-般行政躱 �
大学卒 �ｰ  74 , 4 ( )円

５　一般行政職の級別職員数

I鼡　 分 � ｌ　級 � ２ 級 � ３ 級 � ４ 級 � ５ 級 � ６ 級 � ７ 級 � ８ 級

標準的な

職　 府 �

主　叭

ﾄﾞ 補 �l｛　･
私 � 卜　恥 �

係 艮
ｔ 轟 �

係 長

主　査 �

課長補佐

卞任lﾓ政 �
課 長 �

総務課長

参　･11

職口数（人） � １ �13 � ８ � ６ �ll �31 � ７ � ３

棡成比 く％） �1.3 �ｰ  6.3　　1　 ー0.0 ��7.5 �13.7 �38.7 �8,8 �3.7



６　職員手当の状況

期 末 勤 勉

手　　　?tl �

区　 分 � ６ 月　期 �12 月　期 � ３ 月 川 � 合　 計

�期末手!1 �L45 月分 �1.75月分(1.6月分) �0,55 月分 �3.75月分( 3 ､ 6月分)

�勤勉手１ �0.6 月分 �0.6月分( O. 55月分) ��12月分（1.15月分）

�制度|この段階、敏務の級による加算措置あり

（　）はｆ 成12年座の人事院勧告による月徴､甲成10年度に比較し.年間で11年度で期末手当0.3月削減、

また12年度人事院勧告では期末･助勉手当合わせて0.2月削減としている。

退 職 予 当 �

区　　 分 � 助続a)年 � 勤続25年 � 勤続35年 � 最高限度

�自己都合 �2L0 月分 �33.75 月分 �47.5 月分 �60.0 月分

�定年・勧奨 �28.875 月分 �44.55  月分 �62.7 月分 �62.7 月分

特 殊 勤 務

予　　　 当 �

危険・困髏・不快・不健康な業務に従'μする職員に対して支給される予当

職貝全体に占める手当支給職員の割合.6  %

支給対象職員一人当りの平均支給月額　5  ﾖ 円

手当の種類11 種類　 代尖的な手当の種観 税務職艮・傑健婦

時　 間　 外

勤 務 予 当 �

正規の時閥を超えて勤務したときに支給される手当

職員一人当りの平均支給月額.7 円（ｆ成11年度粁通会計支給‘lぇ均額）

扶 餐 ｆ ｉ �

配叫者16,000円．配偶者以外の扶養親族のうち２人までそれぞれ･ 5.500円(  6.000円）［ただし．扶養親

族でない配偶荐のある職員の扶養親族のうち１人は6.500円、配偶者のいない輹11の扶養親族のうちｌ

人はll,000円1 その他１人につき2.000円(  3.000円）、扶養親吹のうち満16歳年度初めから満22歳年虞

末までのｊ供につき5.000円加算　 （　）は12年虞人’μ院勧告額

住 居 １ 当 �
借家Ｊ 』膺 月額9.500円を超える家ほを払っている職艮に対し､ 一 00円～27,000円

自　　 宅　3  , 円

通 勤F tj �
２～４ｋｍ未満2.000 円　 ４～６ｋｍ未満3.200 円　 ６～８ｋｍ未満4.500 円8

～10km 未満5.700 円 ………60km 以上32.400 円

７　特別職の報酬など

区　　 分 � 町 長 � 助 役 � 収人役 � 教介畏 � 議 長 � 副議長 � 議 員

給与（報酬）�846.000円 �676,000円 �635.000円 �635 000円 �338. OOO円 �254.000円 �228.000円

期末予当 �6 月期L45 月分　12 月期1､75月分(1.6月分)3 月期0,5月分　 合計3.7 月分( 3.55月分)

川末１当の〈　 〉は平成】2年度からの実施兄込み月数 昨年より0.15月削減

８　部門別職員数の状況

�一　　般　　行　　政　　郎　　門 ���������特別行政� 公営企業 �

合計

部門 �
議

会 �

総 企

務 岡 �

税

務 �

艮

生 �

衛

生 �

農

林 �

商

工 �

上

木 �

小

計 �

教

青 �

水 下 そ

水
の

道 道 他

職員数

(人) �
２ � μ �９ �16 � ７ �17 �Ｉ �II �酊 �17 �14 �118

条例定数121人



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)

( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 27071

行事のお知らせ

12

月17日(日) 親子映画館｢アナスタシア｣

18日(月) 子ども移動図宙館(藤田小１年)

19日(火) 子ども移動図書館(藤田小２年)

成人学級(議会傍聴)

20日(水) 子育て教室｢閉講式｣

１月

８日(月) 成人式

10日(水) あつかし学級(寿学級委員会)｣

12日(金) 孫育て学級(森江野町民センター)

｢折り紙で聚しく｣

15日(月) 子ども移動図書館(大木戸小)

「
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。
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叩
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追
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を
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収
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兒
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Ｔ
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Ｌ
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。
掘
り
お
わ
る
と
同
時
に
芋
も

焼
き
あ
が
り
。
さ
っ
そ
く
焼
き
芋
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
「
フ
ー
フ

ー
」
と
さ
ま
し
な
が
ら
囗
に
ほ
お
ば

る
と
。
ほ
く
ほ
く
し
て
け
く
最
尚
の

食
感
で
し
た
。

学
級
乍
を
代
衣
し
て
、
高
橋
道
子

委
八
長
が
、
お
愀
話
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
高
橋
水
治
さ
ん
に
対
し
て
、
お

礼
の
Ｊ
槊
を
述
べ
て
。
パ
ー
テ
ィ
ー

を
閉
じ
ま
し
た
。。

帰
り
に
は
、
掘
っ
た
芋
を
ｆ
み
や

げ
に
み
ん
な
満
足
顏
で
し
た
。
五
ヶ

月
間
に
波
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
活
動
は

高
橋
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
充
実
し

た
打
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い

木
工
工
作

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
～

少
年
仲
問
づ
く
り
の
創
作
活
助
は
、

親
ｆ
ふ
れ
あ
い
木
ｔ
1
1作
と
題
し
て

親
と
ｆ

が
本
に
触
れ
、
木
Ｔ
工
作
を

楽
し
み
な
が
ら
木
の
よ
さ
と
迷
成
感

を
味
わ
う
こ
と
を
ね
ら
い
に
国
見
町

鯢
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
ト

ー
月
二
卜
。阮
日
に
行
わ
れ
ま
し
ぺ

滴
師
の
齊
藤
政
利
さ
ん
（
宮
町
南
・

斎
藤
工
務
店
）
の
指
導
の
も
と
、
親

了
二
十
八
組
の
参
加
者
は
ミ
ニ
ペ
ン

チ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
を
使
い
悪
戰
’占

闘
の
す
え
、
作
り
終
え
る
と
、
頑
丈

な
ベ
ン
チ
が
完
成
。
そ
の
り
っ
ば
な

出
来
栄
え
に
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き

と
存
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ワイワイ楽しく

ファミリー活動

～子育て教室～



芸
術
・
文
化
の
祭
典

第
2
9
回
国
見
町
文
化
祭

川
見
町
の
芸
術
・
文
化
活
助
の
祭

典
で
あ
る
第
ニ
ト
九
回
国
見
町
文
化

祭
は
、
卜
川
ニ
ト
九
日
か
ら
卜

。
月

四
日
に
か
け
て
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
及
び
吋
体
介
館
で
闘
催
さ
れ
ま

し
た
。

‐
1
.

月

。
卜
九
日
の
占
楽
・
芸
能
発

λ
会
で
は
獣
や
踊
り
な
ど
。
約
。
。卜

の
団
体
が
活
動
の
成
果
を
披
琳
し
ま

し
べ

十
一
川
う
・
四
口
の
総
合
作

品
展
示
会
で
は
、
日
頃
の
活
動
の
な

か
で
製
作
さ
れ
た
作
品
や
、
ｆ
ど
も

た
ち
の
書
画
。
公
民
館
学
級
乍
の
作

品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
郷
Ｌ
史
研

究
会
で
は
「
わ
が
家
の
掘
り
出
し
物
」

と
の
テ
ー
マ
で
、
家
に
残
る
貴
屯
な

品
々
を
展
示
し
ま
し
た
。

観月台文化情報

ＮＨＫ東北民謡コンクール

１月27日C土）
福島県予選　10:00～
福島県大会　18:00～
・ゲスト　原田直之
閥い合わせ●●・ 生還零讐譚文化簾興0  ( 585 ) ﾌ 6

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

書

絵と心　　　　　　　　 （平山郁夫）

俗界富士　　　　　　　 （藤原新也）
最強のブ囗野球滴　　　　 （二宮清純）

やきものを楽しむ　　　　　　 ぐ平凡社）

子どもが諤ぶ野粟料理　　 （古田企世子）

薬腿薬酒　　　　　　　　 （謝敏攅）
陣借り平助　　　　　　 （宮本昌孝）

Ξ 亂の海　　　　　　　　 （霍亮一）

名君の碑　　　　　　　 （中村彫彦）
日本の伝醜横様事典　　　 （片野孝志）

児

童

図

曾

のら ねこ ソ クラ テス　　　 （山 ロ タオ ）

ジ ャッ クと 豆の 木　　　　　 （片山 健 ）

おと ぎ の国 の郵 便切手　　　 （安野光 雅 ）

か みそ りぎ つね　　　 （野 村たかあ き ）

ぽくと ねずみのい そげじ どうし ゃ （佐々木 マ判

スチュ ア ートの大 ぽう けん（Ｅ･ Ｂ･ ホワ イト ）

ベ ルト　　　　　 （Ｇ ・Ｒ ・アミリ ト ）

少年 の凰法のつのぶえ（プ レンタウノ･ アルニ ム）

ド ラゴ ン伝 駁 （ウェ イン ・アン ダー スン ）

ク ォ･ ヴ ァディ ス （ヘン リク･ Ｓ･ キエピ ッヂ ）

★貸出し冊数は5 冊以内 、期間はa 週簡以内 です．

図 廱室を利用する前に、事務室で受 付をし てください．

ス
ポ
ー
ツ

国

見
町
の
チ
ー
ム

３
７
の
駅
伝
大
会
で
活
躍

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
駅
伝
大
会
。
固

見
町
を
代
表
す
る
Ｘ
Ｉ
ム
が
ブ
ふ
く
し

ま
駅
伝
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
、
そ

し
て
部
内
一
周
駅
伝
そ
れ
ぞ
れ
の
人
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

1
1月
り
日
開
催
の
白
河

・
福
島
閧

を
た
す
き
で
つ
な
ぐ
、
ふ
く
し
ま
駅
伝

で
は
町
の
部
2
2
愃
（
昨
年
2
6
位

‘
と

健
闘
し
ま
し
た
、

【
ふ
く
し
ま
叩
伝
】
▼
総
合
3
6

位
▼

剛
の
留
2
2

怕
｛
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅

伝
｝
魯
田
Ａ
（
２
笆
　

小
坂
Ａ
｛
８

忸
｝
▼
区
間
貧

石
馬
麼
（
藤
田
小
）

【
郡
内
一
周
駅
伝
一

▼
一
般
の
部

国

見
町
Ａ
（
４
仂
）

国
見
町
Ｂ

〃
８
位
’‘

▼
区
間
貫

佐
藤
温
史
(

 田

Ａ
）

本
間
明
美
（
同
）
　

▼
中
字
校
の
部

県
北
中
（
９
怕
）
▼
区
間
賞

佐
藤

明
日
香
（
県
北
中
）

募集小学生の

ミニバスケット

ボール教室

・日 畤　１月21 日1.日).  28日(日)　

午叨９眄３０分～1  1 時 30分

・場 所 観月台文化センター体育館

・対 象 町内の小学生(3 年生以)二)

・定 員 ３０人

●内 容 ミニパスケットポールの

基本、応用、ゲーム

・参加料 無科

・申込み 小学校ごとに配布する申 込

用紙を１月１２日(金)ぷでに．そｎぞ

ｎ の小字校へ礎出してください.



み
な
さ
ん
の
声

を

●
町
政
懇
談
会

川
月
３
日

か
ら
程
月
７
日

に

か
け

、
平

成
廻
年
度
町

政
懇
談

会

が
町

内
６

地
区
で
開

催
さ
れ

ま
し

た
。
町
民
み

な
さ
ま
か
ら

の

意
見

・
要
望
を
伺
う
こ

と
に

よ

り
。
こ

れ
か
ら
の
町

づ
く
り

に
反

映
さ
せ
る

も
の
で

、
次
年

度
の

予
算
編
成
を

前
に
し
た
こ

の

時
期
毎
年
開
催

し
て
い

ま
す
。

提
案
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は

す
べ
て
対
応
を

曜
議
さ
れ
、「
や

れ
る
も
の
は

す
ぐ
に
」

と
の

方

針
で
望
む

】
方
、
財
政
面

な
ど

早
急
に
対
応
困

難
な
課
題

が
あ

る
こ
と
も
理

解
い
た
だ

き
な
が

ら
、
み
な

さ
ん
の
声
に
よ

る
町

づ
く
り

を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

大
枝
小
へ
寄
贈
品

●
新
井
玄

龍
ｊ

西

大
技
・
西
松
寺

前
住
職
の

新
井

玄
龍
さ
ん
か
ら

、
組
合
立

大
枝
小

字
校
へ
校

外
学
習
用
木

製
机

・
い
す
と
地

域
放
送
シ
ス

テ
ム

が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
、
新

井

さ
ん
と
元
教

師
の

奥
さ
ん
愛

子

さ
ん
が
、

ゆ
か
り
あ
る
大
枝

小
の

た
め
に
と
少

し
ず
つ
箭
え

た
も
の
で
、
こ
の

志
を
受
け
て

大

枝
小
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
か
地

域

活

動
に
役
立
て

ら
れ
る
品
目

を

選
定
し
ま
し

た
。。
机

・
椅
子

は

野
外
活
動
で
利

用
さ
れ
る
ほ

か
、

放
送
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
毎
日

夕

方
５

眄
に

［
夕
焼
け
小

焼
け
］

の
メ
ロ

デ
ィ
が
、
子
と

も
た
ち

の
健
や

か
な
成
長
を
祈

り
大
技

地
区
に

響
き
渡
り

ま
す
。

元
気
に
な
っ
て

●
義
経
の
腰

掛
け
松

町
指

定
の
天
然
記

念
物
で
あ

る

「
義

経
の
腰
掛
松

」
の
３
本

の

大
枝
の
１

本
に

、
今
年
の
検

査
で
マ

ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ

｛

松
く
い
虫

｝
の

感
染

が
確
認

さ
ｎ

ま
し

た
。
こ

の
た
め

、
感

染
が
確
認

さ
れ
た
１

本
の

枝
を

伐
採
す
る
こ

と
に
よ
り

、
残
り

二
本
へ
の

感
染
を
防

ぎ
、
薬
剤

を
注
入

す
る
な
ど
樹

努
回
復
の

措
置

を
施
し
ま
し

た
。

大
好
き
な
ニ
ッ
ポ
ン

●
ダ
ニ
エ
ル
ー
カ
ー
ル
さ
ん

テ
レ

ビ
で
お
馴
染
み

の
タ
ニ

エ
ル

ー
カ
ー
ル

さ
ん
に
よ
る
講

演
会

（
町
芸
術
文

化
串
業
）
が

、
1
2

月
２

日
観
月
台

文
化
セ
ン
タ

ー
で

開
か
れ

ま
し
た
。
力
－

ル

さ
ん
は

「
私
の

大
好
き
な
ニ

ッ

ポ
ン
」
と
題
し

、
こ
れ
ま
で
の

日

本
で
の
体

験
を
も
と
に
軽
快

な
山
形
弁
で

涓
滴
し
、
会
場

い

っ
ぱ
い
に

詰
め
掛
り
だ
聴

衆
を

感
銘

と
笑

い
の
渦
に
巻

き
込
み
。

「「
謙
遜

‘
も
正

し
く

便
っ
で
、

元
気

に
お
国
目
僅
を
Ｉ
こ

と
呼

び
か

け
ま
し
た
。

伊
達
地
区
音
楽
祭大

木
戸

小

．桜
沢

雄
一
一

ぽ
く
峰

ほ
か
の

小

学
校
や

中
学

岐
の
合

奏

や
演

奏
を
聞

く
の

が
楽

し
み
で

し
た

。
中

学
校

の
合
唱

で
は

、
歌

声
が

す
ご

く
き

れ
い
だ
と

思

い

ま
し
た

。
口
の

郛
き

方
が

上
手
で

。
大
き
い

声
で

歌
え

る
の
が

す

ご
い
と
思

い

ま
し

た
。
そ

れ

を
見
て

。

ぼ
く
も

大
き
な

声
で

歌
い

た
い
と

思

い
ま
し

た

。

い
ろ
い

ろ
な

曲
の
合

奏

を
聴

い
て
い

る
と

、

す
ご
い

な
あ
と

思
い

ま
し

た

。

で

も
、
や
っ

は
リ

大
木
戸

小
の

四

年
生
と
五

年
生
で
や

る
の

が

ド
キ
ド

牛
し

ま
し

号

ぽ
く

た
ち
の
Ｉ蒂
が

き
た
眄

に
は

。
函

が
ド

キ
ド
牛

鴫

る
の

が
聞
こ
え

て

く
る
ぐ

ら

い
唇
ご

く
き
ん

ち

ょ
う
し

ま
・
し
た

。
合

奏

が
終

わ
っ
た

眄
に
は

。

ほ
っ
と

し

ま
し
た
『－
。
今

度
は
町

の
晋

粲
祭

が
あ

る
の
で

。
も

っ
と

練
習

を
続
け

た
い

で
す

。。

『
児
瞿
生
徙
文
集
く
に
み
　
第
3
2－
巨

か
ら

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
－
１
７
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
２
４

５
８
５
－
２
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

５
８
５

２
1
８
1


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18

